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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、2009-2011 年度の各年度の約１ヶ月の現地調査により集めた（特にテキストの）デ
ータをもとにして、Sidaama 語（エチオピア中南部で話されているクシ語族の言語）の文法の
記述とこの言語に関する理論的諸問題の研究を行った。文法の記述としては主に研究代表者の
博士論文の改訂を進め、意味論と形態統語論の問題を言語類型の観点から扱う（主に英語によ
る）論文発表および学会・研究会発表を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study conducted both a description of the grammar of Sidaama, a Cushitic language 
of Ethiopia, and investigations of theoretical issues involving this language. Based 
primarily on the text data that I collected during my fieldwork in the Sidaama Zone for 
about a month during each of the academic years 2009-2010, 2010-2011, and 2011-2012, I 
made great progress in revising my Ph.D. dissertation, especially in the grammatical 
descriptions. During this grant period, I also wrote papers, principally in English, and 
gave conference presentations on semantic and morpho-syntactic issues from a typological 
perspective. 
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１．研究開始当初の背景 
 日本では、データの記述と理論のバランス
が崩れて言語の研究がなされているという
傾向が存在している。一方で、アフリカで話
されているほとんどの言語のような研究が

あまり進んでいない言語を扱う場合、言語現
象の記録と観察にとどまらず言語学の理論
的な問題を扱った研究は少ない。他方で、理
論的な問題を扱う言語学は、日本語以外には
英語を初めとするヨーロッパの言語を中心
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に扱い、その他の言語は考慮に入れずに言語
一般について議論をしようとし、欧米の特定
の理論の紹介や弁護または修正にとどまる
ことが非常に多い。日本の言語研究の進展の
ためには、言語の類型と普遍性を考慮に入れ、
理論的に偏ることなく特に研究の遅れてい
る言語の現象を記述することから出発して、
言語の様々な現象についての理論的な問題
に取り組み、英語で発表をすることにより世
界的な水準で発信をしていく必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、これまでに深い研究があ
まり成されていない Sidaama 語（エチオピア
中南部のクシ語族の言語）の文法の記述と理
論的諸問題の研究である。 
 最大の目的は、理論的に中立な立場から
Sidaama 語の文法の記述をすることで、具体
的には、私の Ph.D.ディサテーション
（Kawachi 2007）の改訂を徹底的に行ない、
完璧なものを完成し出版することである。第
二の目的は、言語類型的な視点から Sidaama
語に関する意味論と形態統語論の理論的問
題を扱った論文を書くことである。 
 これらの目的を達成する手段として、
Sidaama 語のテキストのデータを収集する。
この言語のテキストを記述したものはほと
んどないので、記述すること自体価値があり、
ディスコースの理論的問題の研究対象とし
ても非常に魅力がある。まずは多くのテキス
トを詳細に正確に記述することから始めて、
文法の改訂版に含め、論文にもデータとして
使い、さらに今後ディスコースの理論的問題
に取り組む出発点にする。 
 
３．研究の方法 
 各年度約一ヶ月間合計 3回のフィールドワ
ークにおいて、データ収集は主にシダーマ・
ゾーンの中心地アワーサで行ない、前もって
準備した言語形式の使用に関して質問をし、
関連したデータを集めた。テキストのデータ
の収集の調査は、シダーマ・ゾーンの農村地
域で行ない、民話などを老人が語ったものを
録音してから、コンサルタントの協力により
文ごとに分析した。フィールドワークでは、
基本的に 1日に 8〜10 時間、コンサルタント
からデータを集めた。1日の残りの時間は、
データの分析と質問の準備に当てた。 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
 Sidaama 語の文法現象の理論的問題に取り
組むという点では、（特に英語による）論文
発表と学会・研究会発表を多く行うことがで

きた。フィールドワークで多くのデータを取
ることができ、発表の準備と論文の執筆の過
程でデータをまとめ、Sidaama 語の文法の理

解をさらに深めることができた。 
 Sidaama 語の文法の改訂はかなり進展した
が、完成することができていない。その主な
原因は、以前理解していたよりも方言の違い
が大きいことがわかり、一つの方言グループ
を集中的に扱う必要が出てきたということ
と、テキストのデータの分析に予想以上に時
間がかかっていることである。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
主に英語による発表を行ったので、言語学に
国際的な貢献をすることができたと思う。ま
た、理論的な問題を扱った言語学をしたとい
う点でアフリカ言語研究への貢献ができた
と思う。 
 
(3)今後の展望 
 これまで通りに Sidaama 語の文法現象の理
論的問題を扱う論文を書きながら、同時進行
でフィールドワークで収集したデータをも
とにして Sidaama 語の文法の記述の改訂を続
けて行く。 
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